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1．　i4C 年代測 定 の 目的

　北海道 北部か らサハ リンに かけて は ， 北米
一

ユ
ー

ラ シア プレ
ー

ト境界 が想定 されて い る （図 1 ：

小林 ，1983 ；中村 ，
1983＞．最終 間氷期 に形 成 された と考え られ る海成段丘面の 高度が西 海岸地域

よ りも東海岸 地域 で 低い こ とか ら ， サハ リン南部はプ レ
ー

ト境界に お ける第四 紀後期 の ス ラス ト

運 動によ っ て 東に傾動 して い る とい う考え （奥村， 1990）が出され た． しか しな が ら，サ ハ リン

の 海成段丘 に 関す る 従来 の 研究 （奥村 ，
1990 ；苅谷 ・下川 ， 1997 ；下川 ほか ， 1998 ；植木ほか，2000）

は予察的な も の で あ り，更新世段丘面 の 絶対 年代データは得 られて い ない．植木 ほか （1999）は ，

段丘 面を覆う レス にル ミネ ッ セ ン ス 年代測定を適用 し ， サハ リン 中部東海岸地域の 更新世段丘 の

編年を試み た．今回 ， この 更新世段丘 の編年をク ロ ス チ ェ ッ クす る こ とを 目的に して ， 段丘面上

の腐植土の
1
℃ 年代測定を行 っ た．同様に ，サ ハ リン南部の 海成段丘面 を覆 う腐植 土の

14C
年代測

定 を行 っ た ．
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2． 試 料採取地 点

サ ハ リン 中部の 東海岸地域の チ ャ ングーJllN近 （地点 1）およ び南部の コ ルサ コ フの約 正5  

東方 （地 点 2）にお い て ，段丘面を覆う腐植土 を採取 した （図 D ．

　地点 1 は，最終氷期に離水 したと考 え られる河成段丘面 上にある （図 2−1）． こ こで は ， 下位か

ら中礫サイズの亜 円礫か らな る層厚 200cm 以上の 河成礫 層 ．（ユ ニ ッ ト 1）， 細礫を含む層厚 50　cm

の 灰 褐色の シル ト層 （ユ ニ ッ ト H ）， 層厚 20cm の 黄褐色の レス （ユ ニ ッ ト皿）， 層厚 5cm の腐植

土層 （ユ ニ ッ トN ），層厚 25cm の 黄褐色の レス （ユ ニ ッ ト皿）， およ び層厚 20　cm の腐植土層 （ユ

ニ ッ トV ）が見られ る （図 3−1）．ユ ニ ッ ト皿の レス の下部 15cm の 光ル ミネッ セ ンス 年代は 2．0 〜

3．9 万 年前で あ り （植木ほか ， 1999b，　 c），今回はそ の上位に ある ユ ニ ッ トIVの腐植土層の 14C 年

代測 定 を行 っ た，

地点 2 は ， 最終間氷期に形成された と考え られ る海成段丘面 上 にある （図 2−2）．こ こで は ， 基 盤

の 泥岩層の 上 に ， 細礫サイズ の 円礫か らな る層厚 80cm の 海成砂礫層 （ユ ニ ッ ト D ， 細礫 を含む

層厚 100cm の茶色 の レス （ユ ニ ッ トll）， およ び 14C 年代測定を行っ た層厚 25　cm の 腐植土層 （ユ

ニ ッ ト皿）が重な っ て い る （図 3−2）。
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　 Locs　t　and 　2　are 　sampUng 　sites　ot　peaty　soil　applleCt　to，4C　datlng．
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　 　 Roman　Ietters　correspond 　to　the　sedimentary 　uni量s

　　AMS 　
14C

　ages 　of　peaty　soll　are　also引 10wn ．

3． 14C
年代測定 の 結果 と 意義

　地点 1 お よび 2 で採取された腐植土層の 同位体分別補正後の
14C

年代は ， それぞれ 11179± 50 年

前およ び 745±35 年前で あっ た （表 1）．地点 1 の腐植土 層の
14C

年代 は ， その 下位の レス の 光ル

ミネ ッ セ ンス 年代 （2．0〜3．9 万年前）よ り も若 く，2 つ の 年代値は層位学的に調和す る． こ の こ と

は ， レス の光ル ミネッ セ ン ス年代の信頼性が高い こ とを意味す る とと もに ， 地点 1 が あ る河成段

丘 面は最終氷期 に形成された とい う考 えを支持する ．苅谷 ・下川 （1997）は，サ ハ リン南部西海

岸 の 最終間氷期に 形成 された と考 え られ る 海成段丘面を覆 う腐植土 層の
14C

年代測定 を行 っ たが ，

そ の 年代は IYO 年前以降で あ っ た ．絶対年代 に基づ い て更新世で あ る こ とが明 らか に された段丘

面 は ， サハ リン で は 地点 1 の あ る河成段丘面 が初めて の 例で ある ．今後 ， サハ リン中部の東海岸

地域 にお け る第四 紀後期の 地 殻変動 を ， 最終 問氷期の 海成段丘 の 旧汀線高度デ
ータ （植木ほ か ，

1999a） に基づ いて ，別 に論ずる予定で ある ．

　
一

方，地点 2 の腐植土層の
14C

年代は ，地点 2 の ある海成段丘面 が最終間氷期 に形成され た とい

う推定に は矛盾 しな いが，段丘 面の 形成時期は約 750 年前以前で ある こ とを示す の み で ある ．今

後 ， 段丘 面構成層 と レス の光ル ミ ネッ セ ン ス 年代を行 うこ とによ っ て ， この 段丘 面の よ り精密な

編年を行 う予定で ある ．

Table　l　Radiocarbon　and 　calender 　ages 　ot　peaty　soil　samptes

S艙
　　　

Sample
　　Tわ1ckness 　　14C 　age 　　δ

13C　　Cal由rate 哩量ge　　　Laboratory
　 　 　 name
　　　　　　　　　　　（士 1 の 　 （黝 　 （cat　ytS　BP｝　 　 c。de

L  ．て　 98081938 　　　 5cm 　　　11179± 50 　
−249 　 11201，13150 　　 NUTA2 −4553

LOC．　299 σア2嘱 　 　 25   　 　 745 士 35 　 −245 　 　 67 ¶　 　 NUTA2 −4554
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i4C
 dating of  peaty soils on  the marine  terrace surfaces  of  Sakhalin,

                        Far East Asia

Takeyuki UEKI"  and  Daisuke HIROuCHI  *2

*  1 JSPS Research Fellow of  Faculty of  Science, Tokyo Metropolitan University

       *  2 Candidate of  PhD, Faculty of  Letters, Nagoya  University

 Two  AMS  
'`C

 ages  11179 ± 50 and  745± 35 yrs BP  were  obtained  from peaty soil  on  the terrace

surfaces  of  middle  and  southern  Sakhalin, Far East Russia, respectively.  The  ages  support  Late

Pleistocene OSL  age  of  loess on  the fluvial terraces and  morphometrical  interpretation of the Last

Interglacial marine  terraces.
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